
 羽田イノベーションシティにおける区施策活用スペースについて 

（現状報告） 

 

区施策活用スペース「HANEDA×PiO（ハネダピオ）」の現状等について、以下のとおり

報告する。 

 

１ 交流空間について 

（１）「HANEDA×PiO」を HUB とした新産業創造・発信エコシステム構築モデル事業 

選定事業者（2社）     野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社 

一般社団法人 SDGs Innovation HUB 

（２）CiP 協議会との MOU締結等について 

大田区産業経済部と CiP 協議会が７月３日付でMOU（連携協力に関する覚書）を締結 

目的はスタートアップ支援や研究開発等の活動促進 

（３）「小さな村ｇ７＋１サミット」の開催（7月 9日）について 

全国でも規模の小さい 7村と大田区の首長が一同に会し、自治体連携・地域間産業連携

などをテーマに、これからの地方創生、教育、産業連携、イノベーションについて意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ テナントゾーンの最新状況について（全 17区画・令和３年７月 1日時点） 

・入居予定企業            ７事業者 11区画 

・既稼働企業               ４事業者５区画 

羽田空港対策特別委員会 

令和 3年 7月 20 日 

産業経済部 資料 12 番 

所管   産業振興課 

 

 

（CiP 協議会との MOU調印式） 

左：産業経済部長 右：中村伊知哉理事長 

 

 

（地方連携イベントで賑わう交流空間） 


